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概要：本研究では，社会的な活動量と身体的な活動量の関係に着目してライフログの可視化を行う．ライ
フログから生活を見直し，満足度の向上や疲労度の軽減のような心身の健康につながる過ごし方，指標の

発見を目指している．今回は，既存のスマートウォッチ型デバイスから得られる身体活動量と，首元に装

着する顔数計から得られる社会活動量の大小から日常活動の分類を行い，洞察を得る．まずは，1名の日

常活動（8種類，37シーン，各 10分）について身体活動量と社会活動量の二次元平面にプロットし，活動

ごとの傾向を分析した．当人にとって，身体活動量と社会活動量の両方を一度にバランスよく得られる活

動，身体活動量が得られる活動，社会活動量が得られる活動の 3グループに分類した．次に，3名の同一

空間上における活動について，二次元平面にプロットし，活動ごとの傾向を分析した．3名の活動がマッ

ピングされる位置は，個々人で値の大小の差異，つまり個性はあるものの，身体活動量と社会活動量の両

方をバランスよく得られる活動，身体活動量が得られる活動，社会活動量が得られる活動といったグルー

プに該当する傾向が見られた．次に，1名の半日の身体活動量と社会活動量の遷移を可視化した．身体活

動量と社会活動量の両方が移り変わる様子を可視化することで，当人の活動リズムやバランスが分かるの

ではないかと考える．

1. はじめに

本稿では，社会活動量と身体活動量の関係に着目してラ

イフログの可視化を行う．これまでに，身体活動はメンタ

ルヘルスにポジティブな影響をもたらすことが研究されて

いる [1], [2]．一方，人との社会的関係の量と質は、精神的

な健康だけでなく，身体的な健康にも影響を与えると考え

られている [3]．また，人との社会的つながりは，心理的お

よび精神的なウェルビーイングの維持に関連していると考

えられている [4]．我々は，身体活動に加えて，メンタルヘ

ルスに影響を与える要因の一つとして，人と関わり合う社

会活動の量と質に焦点を当てたい．したがって，社会活動

量と身体活動量の両方を計測し，可視化することにした．

これまでに我々は，歩数計の発展を参考にして，対面す

る相手の顔の数を数えるだけの「顔数計」という単純な発

想から，社会活動量を計測する検討をしてきた [5]．ここ

で言う社会活動とは，実空間における対面状況において他

者と何らかの関わり合いを持つ行為全般を指す．顔数計

は，人と単にすれ違っているのか，あるいは向き合って対

話をしているのかといった社会活動を見分け，質を考慮し
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て社会活動量を数値化する．一方，身体活動量を計測する

方法の研究および商品化は進んでおり，スマートウォッチ

などに組み込まれて普及している．我々は既存のスマート

ウォッチ型デバイスである Fitbit Versa[6]を用いて，身体

活動量を計測することにした．

我々のアイデアは，既存のスマートウォッチ型デバイス

から得られる身体活動量と，首元に装着する顔数計から得

られる社会活動量の大小から，日々の活動を二次元平面に

マッピングして可視化することである．体を動かす活動が

多い日，人と関わり合う活動が多い日，両方の活動が多い

日，両方の活動が少ない日があるであろう．職種，性別，年

齢によって日々の過ごし方は異なり，個々人にとって適度

な活動量があるのではないかと考えている．そこで，我々

はユーザが活動量を増やすという目標の他に，活動量を精

神面と肉体面でバランス良く得ることを目標に行動できる

ようにしたいと考える．

本研究は，ユーザに可視化結果をフィードバックするシ

ステムを実利用する前に，まずは日々の活動が身体活動量

と社会活動量に基づいてどのように可視化され得るかを調

べた探索的研究である．人の精神面に関わる社会活動量と

肉体面に関わる身体活動量の両方を計測し，様々な日常活

動を可視化することで，1日や 1週間で両方の活動量をバ

ランス良く得るための示唆が得られるのではないかと考



図 1 社会活動量と身体活動量の関係に着目したライフログの可視化： 人の精神面に関わる社

会活動量と肉体面に関わる身体活動量の両方を計測し可視化することで，どのような活

動をしたときに両方の活動量をバランス良く得られるのかについて明らかにする．

える．

本稿では，以下の 3つの検討を行った．

( 1 ) 参加者 1名の日常活動（8種類，37シーン，各 10分）

について身体活動量と社会活動量の二次元平面にプ

ロットし，活動ごとの傾向を分析した．当人にとって，

身体活動量と社会活動量の両方を一度にバランスよく

得られる活動，身体活動量が得られる活動，社会活動

量が得られる活動の 3グループに分類した．

( 2 ) 参加者 3名の同一空間上における活動について分析し

た．3名の活動がマッピングされる位置は，個々人で

値の大小の差異，つまり個性はあるものの，身体活動

量と社会活動量の両方をバランスよく得られる活動，

身体活動量が得られる活動，社会活動量が得られる活

動といったグループに該当する傾向が見られた．

( 3 ) 参加者 1名の半日の身体活動量と社会活動量の遷移を

可視化した．身体活動量と社会活動量の両方が移り変

わる様子を可視化することで，当人の活動リズムやバ

ランスが分かるのではないかと考える．

2. 関連研究

これまでにライフログから日常活動を分類する手法の研

究は多くされている．加速度変化を手掛かりに日常活動を

分類する手法では，歩いているのか，走っているのかなど

がわかる [7]．Suzukiらは，加速度変化のほかに心拍数の

変動を考慮することで，睡眠の質を詳細に分析している

[8]．一方，Ortisらは，一人称視点映像に映り込む特徴を手

掛かりにして，自動的にテレビや台所，読書などの日常活

動をインデクスにしている [9]．Palらは，環境カメラに映

り込む人の動きを手掛かりにして，日常活動の忙しさの度

合いを計測している [10]．また，中村らは，マルチモーダ

ルデータと一人称視点映像からエネルギー消費量を推定し

ている [11]．早川らは，赤外線センサで相手との近さを測

り，加速度変化から身体動作の同期を測り，それらのデー

タを組み合わせることでグループ活動の種類と質の特定を

している [12]．また，Olguinらは，加速度センサによる運

動，スピーカによる音声，Bluetoothによる他者との近接，

赤外線センサによる対面者の認識 [13]といった複数のセン

サ情報を統合することで社会的状況を計測している [14]．

そして，双方の取り組みでは，組織の生産性や職務満足度

の改善が試みられている．

本稿では，2つの身体装着型のデバイスから得られる身

体活動量と社会活動量のライフログをもとに，日常活動の

計測を行い，二次元平面にプロットし，活動ごとの傾向を

分析する．1日をどのように過ごし，どれくらいの密度で

あったかが分かるようになるのではないかと考える．ま

た，満足度や疲労度に着目し，身体とメンタルヘルスに関

わる社会的な健康 [3], [4]にもつながる過ごし方を目指す

指標を見出したいという意図がある．

3. 身体活動量と社会活動量の計測

2つのウェアラブルデバイスを使用して，社会活動量と

身体活動量を計測する．身体活動の量は、既存のスマート

ウォッチ型デバイスである Fitbit Versa [6]によって計測さ

れた．社会活動の量は我々が開発しているペンダント型デ

バイスである顔数計 [5]で計測された．以下に詳細を示す．

3.1 身体活動量の計測

我々は、座る・立つ・歩く・走る・スポーツをするなど

の活動を身体活動と解釈する．既存のスマートウォッチ型

デバイスである Fitbit Versa [6]を使用した．運動中の心

拍数から推定されるカロリー消費量を使用して，身体活動

量を計測した（図 1参照）．

カロリー消費量は，身長・体重・年齢・性別の情報を使

用して計算された BMR（基礎代謝率）に基づいて推定さ

れ、安静時に消費されたカロリーが含まれる．つまり眠っ

ているときや動いていないときでも体はカロリーを消費す

るため，目を覚ますとデバイスで消費カロリーが表示され，

この数値は 1日を通して増加する．図 1のように，消費カ

ロリー量の最低値は 0ではない．

Fitbitのアカウントページから，1分間隔で記録される



消費カロリー量の生データをダウンロードして，消費カロ

リー量の計算に使用した．なお，座る・立つといった非歩

行時の身体活動を計測するために，歩数ではなく消費カロ

リー量を使用した．

3.2 社会活動量の計測

社会活動量は，ある時点で計量対象者に向けられる他者

の顔の数を数えることによって計測する [5]．図 1のよう

に，対面する相手の顔を検出して数え上げる．その際には，

対面する相手との近接性と時間継続性を計算時に考慮する

ことで質を評価している．

抽出した日常活動の一人称ライフログ映像を用いて，5

秒毎の社会活動への参与度を取得した．なお，斜めや隣り

合わせの対話を捉えるために，画角が 200度のカメラを使

用している．

3.3 二次元平面へのマッピング

今回は，各種 10分間の日常活動について身体活動量と社

会活動量を二次元平面にプロットした (図 1参照)．Fitbit

Versaから計測される消費カロリー量の 10分間の総量を計

算し，身体活動量とした．また，顔数計から計測される日

常活動の一人称ライフログ映像を用いて，5秒毎の社会活

動への参与度を取得し，10分間の総量を社会活動量とし

た．このとき，二次元平面の横軸と縦軸は，各活動量の数

値を 1～10の値に比率を保ったまま変換された値である．

変換は，map関数の計算方法 [15]を用いた．

同一人物の様々な日常活動を可視化する際には，当人の

37シーンの日常活動における身体活動量と社会活動量の上

限値と下限値を使用した（4章を参照）．また，複数人の同

一空間上での活動を可視化する際には，3名の 6シーンの

日常活動における身体活動量と社会活動量の上限値と下限

値を使用した（5章を参照）．そして，同一人物の半日の活

動遷移を可視化する際には，当人の 7シーンの日常活動に

おける身体活動量と社会活動量の上限値と下限値を使用し

た（6章を参照）．

4. 同一人物の様々な日常活動の可視化

参加者 1名の日常活動（8種類，37シーン，各 10分）に

ついて身体活動量と社会活動量の二次元平面にプロット

し，活動ごとの傾向を分析した (図 1，図 2参照)．

各活動のマーカーは，計測した日常活動の種類を示して

いる．図 2の写真は社会活動量順に並んでいる．参加者 1

名は大学生であり，食事，料理，ミーティング，見学，作

業，スポーツ，散策，移動といった日常活動を計測した．

以下に各々の活動シーンの傾向を記述する．なお，今回

の計測は全て同一人物の計測データであるため，傾向は当

人のものと考える．

食事 複数人で昼食をとった．昼食時に座る位置と対話へ

の参加具合によって，得られる社会活動量が変わる活

動である．座ったままの食事であり，身体活動量はほ

とんど得られない．

料理 複数人で料理をした．キッチンで手順を確認した

り，物を置くなどをしていた．ホットプレートで焼い

ている間にはテレビを見たり友人と対話して過ごして

いた．狭い空間での活動であるが，少しの身体活動量

と社会活動量が得られる．

ミーティング 複数人や一対一で対話をした．対話への参

加具合によって，得られる社会活動量が変わる活動で

ある．対話時に座る・立つ・移動する場合には身体活

動量も得られる．

見学 ポスターセッションや市街地の見学ツアーに参加し

た．対話への参加具合によって，得られる社会活動量

が変わる活動である．対話時や対話の前後に移動が伴

うため，身体活動量も同時に得られる．

作業 複数人や一人で作業した．持続的な対面対話は発生

しなかったが，瞬間的なコミュニケーションがあり，

少しの社会活動量が得られる活動であった．また，誰

かと一緒に物を作る，あるいは撤収する際には，座る・

立つ・移動が伴うため，身体活動量も同時に得られる．

スポーツ 複数人で卓球やバスケットボールをした．持続

的な対面対話は発生しなかったが，瞬間的なコミュニ

ケーションがあり，社会活動量も少し得られた．座る・

立つ・歩く・走ることが多いほど，身体活動量が多く

得られる．

散策 友人と公園，お祭りの屋台を散策した．持続的な対

面対話は発生しなかったが，瞬間的なコミュニケー

ションがあり，少しの社会活動量が得られる活動で

あった．歩いて移動する時間が多いほど，身体活動量

が多く得られる．

移動 複数人あるいは一人で移動した．移動時に周囲に人

がいる場合，少しの社会活動量が得られる活動である．

乗り物を利用せずに，自分の足で移動するほど，身体

活動量が多く得られる．

次に，得られた数値を k-means法 [16]により 3つのグ

ループに分類した結果を図 3に示す．当人にとって，社会

活動量が多く得られる活動（GroupA），身体活動量と社会

活動量の両方を一度にバランスよく得られる活動，および

両方が少ない活動（GroupB），身体活動量が多く得られる

活動（GroupC）の 3グループに分類した．

今回得られた結果は，全て同一人物のデータである．そ

の当人の日常活動の傾向としては，共食やグループミー

ティングをすると社会活動量を増やせることが分かる．ま

た，散策やグループでスポーツをすると身体活動量を増や

すことができる．そして，両方の活動量を一度にバランス

良く増やしたい場合には，複数人で作業すると良いことが

分かる．



図 2 同一人物の様々な日常活動（8種類，37シーン，各 10分）を，身体活動量と社会活動量

に基づいて可視化．各シーンの写真は，社会活動量順に並んでいる．

図 3 k-means法 [16]により日常活動を 3グループに分類した結果

一方，食事，ミーティング，見学，作業，散策，移動は

活動の程度により属するグループが異なる．つまり，積極

的に人と関わることが少ない食事，ミーティングでは，料

理や作業時と似た活動量が得られることが分かる．また，

移動が多い複数人での作業は，移動が少ない複数人での散

策と似た活動量が得られる．さらには，今回の結果では，

人混みの中の移動と友人とのバスケットボール，友人との

花見散策では似た活動量が得られた．

1日や 1週間で，これらのような様々な活動を組み合わ

せることで，身体活動量と社会活動量をバランス良く得る

ことを目指せるのではないかと考える．我々は，身体活動

量と社会活動量を組み合わせて可視化することで，当人に

とって，どのような活動をすると精神面と肉体面の活動の

バランスがとれるのかの示唆が得られると考える．

5. 複数人の同一空間上での日常活動の可視化

参加者 A, B, Cの計 3名の同一空間上における日常活動

（4種類，6シーン，各 10分）について，二次元平面にプ

ロットし，活動ごとの傾向を分析した（図 4参照）．なお，

参加者Aは大学教員であり，参加者 B，Cは大学生である．

以下に各々の活動シーンの傾向を記載する．

作業 3名とも身体活動量と社会活動量の両方を一度に得

られた．ポスターセッションを始める前に，複数人で

カメラなどの機材の設置，ポスターの設置をしていた．

見学（ポスター） 3名とも身体活動量と多くの社会活動

量を一度に得られた．ポスターセッションに参加して

いた．参加者 Cのみ前半プレゼンターであった．



図 4 複数人の同一空間上での活動

見学（展覧会） 3名とも身体活動量と社会活動量の両方

を一度に得られた．参加者 Bは，誰かと持続的な対話

をしていなかったため，社会活動量がほとんど得られ

ていなかった．参加者 A，Cは展示物を見る際に，近

くの人やプレゼンターと対話していた．

移動 社会活動量は得られず，身体活動量が得られた．3

名とも歩いて移動し，車に乗り込み移動を続けた．

食事（飲酒なし） 3名とも社会活動量を得たが，各々で

多さが異なっていた．参加者 A，Cは料理のメニュー

などを手に取り，会話の中心になっていた．

食事（飲酒あり） 参加者 A，Cは多くの社会活動量と身

体活動量の両方を得た．参加者 Bはほとんどの活動

量が得られなかった．参加者 A，Cは会話に参加して

盛り上がっていたが，参加者 Bは席の端で隣の会話グ

ループの話を聞いていた．

3人の活動がマッピングされる位置は，個々人で数値の

大小の差，つまり個性はあるものの，身体活動量と社会活

動量の両方をバランスよく得られる活動，身体活動量が多

く得られる活動，社会活動量が多く得られる活動といった

グループに該当する傾向が見られた．

一方，飲酒による体内の活動によっても消費カロリー量

が変化し，参加者 A, Cの消費カロリー量が増えたため，

多くの社会活動量と身体活動量の両方を得られた．日々の

活動の中で，飲酒をする人は少なくないと考える．飲酒に

よって得られる身体活動量と，運動によって得られる身体

活動量を同じように扱うことに関してユーザがどのような

印象を受けるか調べて検討する必要があると考える．

なお，参加者 A，B，Cの消費カロリー量は，運動中の

心拍数，そして身長・体重・年齢・性別の情報を使用して

計算された BMR（基礎代謝率）に基づいて推定され、安

静時に消費されたカロリーが含まれる [6]．そのため，参

加者 Bの身体活動量は他の 2名と比べて少なくなっている

ことに注意したい．実際にユーザに他者との活動量の比較

を提示する際には，身体活動量を平等に比べられるように

処理する必要があると考える．

6. 同一人物の半日における活動遷移の可視化

身体活動量と社会活動量の両方を計測し，大学生の半日

における日常活動の遷移を可視化した（図 5参照）．

以下に各々の活動シーンの傾向を記載する．

午前 11時：ミーティング 身体活動量と社会活動量の両

方が少ない．研究室ミーティングに参加した．座った

まま，PCとプロジェクターのスクリーンを見て話を

聞いていた．

午後 12時：立ち話 身体活動量と社会活動量の両方が少

し得られた．椅子に座って対話した後，立って友人と

対話をして移動を始めていた．

午後 13時：昼食 社会活動量が多く得られた．椅子に

座って友人と対話しながら昼食をとった．

午後 14時：作業 身体活動量と社会活動量の両方が少し

得られた．友人と PCを用いて作業した．

午後 15時：作業，移動，立ち話 身体活動量が多く得ら

れた．作業後，移動して友人と少し立ち話をした．

午後 16時：作業，移動 身体活動量と社会活動量の両方

が多く得られた．友人との作業後，一人で移動した．

午後 17時：作業 社会活動量が少し得られた．友人と作

業した．

図 5でプロットされているように，この日の大学生の半



図 5 同一人物の日常活動の遷移

日の活動において，常に同じ座標に留まらず，移り変わっ

ている様子を可視化することができた．我々は，職種，性

別，年齢によって日々の過ごし方は異なり，個々人にとっ

て適度な活動量，活動リズムというものがあるのではない

かと考えている．ユーザが活動量を増やすという目標の他

に，活動量を精神面と肉体面でバランス良く得ることを目

標に行動できるようにしたいと考える．

7. おわりに

本稿では，人の精神面に関わる社会活動量と肉体面に関

わる身体活動量の両方を計測し可視化することで，どのよ

うな活動時に両方の活動量をバランス良く得られるのかに

ついて明らかにすることに取り組んだ．ライフログから生

活を見直し，満足度の向上や疲労度の軽減のような心身の

健康につながる過ごし方，指標の発見を目指している．今

回はその第一歩として，日々の活動が身体活動量と社会活

動量に基づいてどのように可視化され得るかを調べた．

我々は，年齢や性別，職業によって異なると考えられる

個々人の活動リズム，個々人にとって適度な活動量を可視

化することに興味がある．また，同一人物内での日々の比

較，および他者との比較といったフィードバックをするこ

とに取り組み，行動変容について調査したい．
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